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 (
質問したい事
章毎の分量
→
バランスが悪くならないか。
章構成や分け方など
。
日本
など
を取り上げなくてよいか
→
プラスして
解決策を図る時どの単位で図るべきか
（各国別でみるか、欧州など地域単位で見るか世界一律とするか）
方向性
→テーマ設定に対して内容はこれで十分か
、足りないところはないか
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●第
1
章　サブプライムローン問題から世界金融危機に至るまで
サブプライムローン問題がどうやって起こったのか、そして世界金融危機として被害が拡散するまでの推移を時系列で追う。どこに問題があったのか等を大まかに分析する。
●第
2
章　
欧米の現在の金融の状況
1
章で挙げた
問題に対して
どのような金融政策がとられたのか
と、
今起こっている問題がどのようなものかを把握する。
欧州は
アイルランドの金融危機や
スペインの住宅バブル、
ギリシャ
の
債務危機等
PIIGS
に注目して調べる予定。
米国は
金融機関の
資金調達の問題や米国債格下げの問題などを取り上げる。
●第
3
章　
現在の問題と世界金融危機の関連性
２章であげた現在の問題は世界金融危機の影響があったのか、探り現在の制度で
どこに問題があるのかを提示する。世界金融危機後、バーゼルⅢ導入、
ストレステスト実施など行われてきたが、どこの点がまだ見直す必要があるか。
) (
左図の
2005
年の不動産価格上昇当たりからスタート。掘り下げると膨大な量になるので、あくまでも提起部分とし、
問題個所は格付け機関、スキーム、金融機関等を取り上げる予定。
) (
出典：米国における住宅ローンの債務破綻予備軍　2006/02/25 三菱東京ＵＦＪ銀行　
竹中正治
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章構成
) (
テーマ設定理由
・
1
番勉強した内容を形に残すため。
・現在
にも未だに大きく尾を引
く問題
と思ったから
) (
対象は欧米のみに絞り、日本やその他新興国などは関連性がある場合多少用いる予定。
) (
　
第一回
発表
) (
サブプライムローン問題を発端とする世界金融危機を
2011
年
現在の視点から
、対応の妥当性などを見る。また、現在起こっている
ＥＵ
などの問題や
米国
の国債の問題等の
原因が世界金融危機に
あるかも調べ、可能ならば解決策を提示する。
) (
欧米を見て2007年の世界金融危機がちゃんと解決できたか、まだ引きずってないかを調べて問題があったらなんかいい方法を探す！
) (
※
要するに
) (
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